
１．主題設定の理由

　最近、青少年にかかわる憂慮すべき様々な

問題が顕在化してきており、生きる力の育成

や心の教育の重要性が叫ばれている。この問

題の原因は、様々な要因が複雑に絡み合った

結果と考えられるが、その一つとして、子ど

もたちの対人関係能力や共感能力、自尊感情

の低下が考えられる。人間として大切なこと

として、他者とうまくかかわり合いながら、

自他ともに人間性を高めていくことがあげら

れる。また、これからの変化の激しい 21世紀

の社会をよりよく生き抜いていくためには、

適切な判断力や思考力、表現力を培い、社会

性を体得していくことが重要であると考える。

　市の学校教育目標の基本理念である「人間

尊重の教育—社会の変化に柔軟に対応できる

人間の育成・生きる力を育む—」の視点から、

本研究において子どもたちの社会性や実践力

を育成する手立てを工夫していきたい。

　本校は、『さあ！やってみよう　自分たちの

力で』という合言葉を掲げて教育活動を推進

し、10年目に入っている。特に、特別活動に

おいて、全校体制で様々な実践を積み重ねて

きている。児童会活動だけでなく、学級活動

や学校行事、クラブ活動にも子どもたちの発

想を大切にし、それらをできるだけ活かし、

主体的に取り組むことができるように工夫改

善を試みてきた。その結果、自分たちの手で

創り上げる活動という意識が高まり、参加態

度もしだいに意欲的になってきている。また、

取り組みを通して、集団としての連帯感が強

まり、様々な場面に適した行動の仕方も体得

してきている。

　しかし、まだ、自己中心的な言動や、基本

的な生活習慣や自己表現力、根気強さの欠如、

話し合い活動の不活発さなどの傾向が見られ

る。

　そこで、子ども相互のかかわり合いを重視

し、自分たちの力で創り上げる活動を多く設

定するようにしたい。その過程で、大勢の友

達と協力したり問題を解決したりしながら、

一人一人のよさを認め合ったり発揮し合った

りする活動を通して、よりよい学級や学校の

生活を創り出すための生きて働く力を体得で
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きるような支援のあり方を工夫改善していき

たい。

２．仮説

　次のような活動の工夫をすれば、よりよい

学級や学校の生活を築くために、他者とかか

わり合う活動や自主的に取り組む活動を効果

的に展開することができるだろう。

（１）　協力し合える活動や自力解決の体験の

場の設定の工夫

（２）　一人一人のよさや可能性を引き出し、

活かす支援方法の工夫　

３．研究の内容

（１）支援の方針

　①集団活動の支援

　　一人一人のよさや可能性を活かす役割分

担がなされ、集団の目標を達成するために

自主的に協力しながら企画・運営する活動

をめざす。

　②自主的活動の支援

　　実態に応じた活動計画を立てるとともに、

自主的に活動できるための場と時間を十分

に保障し、自分たちの計画を自分たちの力

で、成し遂げようとする態度を養う。

　③実践的活動の支援

　　子どもの実生活の中から問題を取り上げ、

その課題を解決する上で、実践を可能にす

る適切な場と条件を整える。

　④活動の過程を重要視する支援

　　活動の結果や成果だけでなく、活動その

ものに喜びを持ち、自分なりに工夫しなが

ら自主的に取り組んでいる過程を大切にし、

評価する。次の活動への自信と意欲につな

げるように支援する。

（２）実践例　　

　【学校行事年間計画】
行事の内容 行事名 活動形態 実施月 担当学年・担当委員会

儀式的行事

着任式・始業式 全校 ４月 ６年
入学お祝いの式 ４･５･６年 ４月 ６年
卒業お祝いの式 ４･５･６年 ３月 ５年
お別れ式 １･２･３年 ３月 ３年

学芸的行事 芸術鑑賞教室 全校 １２月 音楽委員会

健康安全・
体育的行事

運動会 全校・縦割り班 ５月 計画委員会・５、６年
プール開き 上学年・下学年 ６月 ３年・体育委員会
口腔衛生指導 １年・５年 １０月 １年・５年
薬物乱用防止教室 ５年・６年 ７月 保健委員会・５、６年

遠足・集団
宿泊的行事

全校遠足 縦割り班 ５月 計画委員会・６年
修学旅行・校外学習 各学年 ５～１月 各学年
林間学校 ６年 ９月 ６年

勤労生産・
奉仕的行事

クリーン作戦 全校・縦割り班 7. 11. 3月 美化委員会・６年
親子除草作業 全校 ９月 各学年
卒業・入学の栽培活動 各学年 ９～３月 計画・園芸委員会

その他

１年生を迎える会 全校 ４月 ５年
教育実習生お迎え式 全校 ５月 ４年
教育実習生お別れ式 全校 ６月 ５年
６年生を送る会 全校 ３月 ５年
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　【児童会活動年間計画】
活　　動 活動形態 実　施　月 担当委員会

児童集会 全校 ７月・１１月 計画委員会
あいさつ運動 全校 ９月・１１月・１月 計画委員会
募金活動 全校 ５月・１０月・１月 計画委員会
ふれあい広場 全校 １０月 計画委員会
各種壮行会 全校 １０月・１１月・１月 体育委員会
音楽集会 全校 ６月・１０月・１１月・２月 音楽委員会
歯みがき運動 下学年 ６月・７～８月・１２～１月 保健委員会
読書運動 全校 ６月・１１月　 図書委員会
一日飼育 全校 年間 飼育委員会
落ち葉掃き運動 ４・５年 １０月・１１月 美化委員会
花いっぱい運動 全校 ９月～３月 園芸委員会

　【活動実践例１　学校行事　運動会】

①支援工夫の視点

　○子ども一人一人の願いや思いを大切にしながら、子どもなりの創意工夫の活動が実現できるよ

うに支援する。

　○全校の子どもたちが一体となって、自分たちの力で楽しい運動会を創り上げることができるよ

うに支援する。

　○活動過程において、自分自身の努力を振り返ったり、友達同士で互いのよさを認め合ったりす

るなどの場や機会を設定し、次の活動への自信や意欲をさらに高められるように支援する。

②活動の実際

　≪　運営の組織図及び活動内容　≫
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　＜オープニング・開会式・閉会式の流れ＞

選手宣誓　＜各学年代表児童＞

１年：ぼくはかけっこで１位をとります。

２年：わたしは、力いっぱい踊ったり走っ

たりします。

３年：「ミッキーマウスデビュー」を上手

に踊りたいです。

４年：紅白リレーで、バトンをすばやく渡

します。

５年：応援団で、声を思い切り大きく出し

ます。

６年：最後の運動会なので、悔いのないよ

うに係の仕事を頑張ります。

＜会場設営のクラスへの分担＞

３年１組　キャラクター旗作成

３年２組　キャラクター旗作成

４年１組　得点板掲示用キャラクター作成

４年２組　得点板掲示用キャラクター作成

５年１組　バックネット掲示用スローガン

作成

５年２組　サッカーゴール掲示用キャラク

ター作成

６年１組　全校児童の個人目標記入用の旗

作成

６年２組　キャラクターの衣装作成
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＜保護者への案内状の主な内容＞

・挨拶文　　　・会場図

・実施日時　（雨天の場合について）

・マスコットキャラクターのイラスト

　キャラクターを考えてくれた人の紹介

・運動会スローガン

　　『燃える心は NO.１

　　　　―ゴールはすぐそこ目の前だ！

　　　　　　最後まで走りぬけ！○○っ子―』　　

・計画委員の紹介

＜保護者へのお礼状（一部抜粋）＞

　５月 26日には、天候に恵まれてとてもよい

運動会を行うことができました。たくさんの

おうちの皆様に応援に来ていただき、私たち

はとてもうれしかったです。

　今年の運動会のスローガン『燃える心は

NO.1―ゴールはすぐそこ目の前だ！最後まで

走りぬけ！○○っ子―』を考えながら、全校

のみんなが協力してつくり上げた運動会。み

んなで話し合ったり、準備をしたりしただけ

あって、とても楽しい運動会になりました。

　おうちの皆様、応援や協力をしてくださり、

ほんとうにありがとうございました。

　私たちは、これからもいろいろな行事を計

画して、精一杯頑張っていきたいです。これ

からも私たちのことを見守っていてください。

応援をよろしくお願いします。

　一言感想

・小学校生活最後の運動会を、自分の仕事に

悔いを残さず、競技も精一杯できたので、

とても思い出に残りました。ご協力してく

ださったおうちや地域の皆様、どうもあり

がとうございました。（児童会長）

・計画委員になって、開会式の司会も経験で

きました。自分の仕事に全力を尽くしたの

で、とても満足しています。これからもい

ろんな行事に積極的に取り組みたいです。

（５年）

・私は選手宣誓をやりました。３、４日前か

ら一生懸命に練習しました。いっぱい緊張

してまちがえそうになったけど、勇気を出

して言ったらうまく言えました。（２年）

・始めの言葉を言うのが近づいてくると、だ

んだん緊張したけど、頑張ろうと思い、う

まく言えました。お家の方々、運動会に協

力してくれてありがとうございました。（４

年）

・ダンスや応援が楽しかったです。（１年）

・私はリレーに出ました。６年生のお姉さん

がやさしく教えてくれました、（２年）

・お昼の時、お母さんが「花笠踊り、きれい

に踊れたね。」とほめてくれました。とても

うれしかったです。（３年）

・白組さんも赤組さんもよく頑張ってくれま

した。みんなで力を合わせたとてもいい運

動会でした。お母さんやお父さんに素敵な

思い出をどうもありがとう。（ＰＴＡ会長）

・スローガンのように、○○っ子は最後まで

走りぬけました。一人一人がよく頑張った

素晴しい運動会でした。実行委員の皆さん、

ご苦労様でした。これからも、自分たちの

力でいろいろな活動に取り組んでください。

（校長）
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　【活動実践例２　第５・６学年の活動】

①支援工夫の視点

　○友達と協力して実践課題を決定し、創意工夫しながら自主的に取り組めるように支援する。（年

間を通して、全員が最低１回は実行委員を経験できるようにする。その際一人一人のよさや可

能性を活かす役割分担がなされるよう配慮する。）

　○活動過程において、自分自身の努力を振り返ったり、友達同士で互いのよさを認め合ったりす

るなどの場や機会を設定し、次の活動への自信や意欲を高められるように支援する。

　○一人一人の活動の工夫や努力の過程でのよさを認め、共感的に評価することにより、活動意欲

を高められるように支援する。

②活動の実際

　≪　第５学年　実行委員の年間活動　≫
実施
月

学校行事・学級活動・ 
総合的な学習 活動形態 実行委員の主な活動内容

4月 １年生を迎える会 全校 企画・運営＜小学校生活の劇　１年生向けのゲーム　
歌とダンス＞新聞発行　感想文と写真の掲示

5月 運動会 全校 学年種目の企画・練習計画・準備
6月 修学旅行 学年グループ活動 グループ編制・班長会の進行　しおり作成
6月 教育実習生との

　　　　お別れ式
全校 企画・運営＜実習生との思い出紹介　メッセージ

カード　歌＞ 新聞発行

7月 親子活動 ５年 企画・運営＜親子ゲーム　合奏グループ発表　
感想発表＞

7月 薬物乱用防止教室 ５年 司会・進行　お礼の挨拶　感想文掲示
9月 海の安全教室 ５年 司会・進行　資料作成　お礼の挨拶　

お礼状取りまとめ　感想文と写真の掲示
9～3月 卒業・入学に向けて

　　　　の栽培活動
全校 各学年の花の決定　栽培計画・準備・世話　

新聞発行
10月 口腔衛生教室 ５年各学級 司会・進行　お礼の挨拶　感想文掲示

11～3月 ＮＨＫ放送体験
　　　　　クラブ

学年グループ活動 グループ編制の進行　練習の計画・準備　
お礼の挨拶　お礼状取りまとめ

1月 留学生との交歓会 ５年各学級 司会・進行　歌と合奏の練習計画　
留学生の案内・紹介　お礼の挨拶　
お礼状取りまとめ　感想文と写真の掲示

2月 ６年生を送る会 全校 企画・運営＜第１部：縦割り班活動⇒手作りプレゼ
ント　寄書き　集合写真　　第２部：全校⇒学年発
表　全校合唱＞学年発表の準備　新聞発行

3月 学級対抗スポーツ大会 ５年 企画・運営
3月 卒業バイキング給食 ６年 招待状作成　　会場設営
3月 卒業お祝いの式 ４･５･６年 司会・進行　会場設営　校舎内飾り付けの計画　

お別れの言葉・合唱の練習計画
3月 学級お楽しみ会 学級グループ活動 企画・運営
4月 入学お祝いの式 ２･５･６年 司会・進行　会場設営　１年生の世話　

保護者の案内
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《　第５・６学年　卒業行事への取り組み　》

＜お祝いの式までのプロセス＞

　　　卒業生の取り組み

１月　☆実行委員会の組織

　　　☆卒業アンケートの実施

　　　☆スローガンの募集　決定

　　　　　“ＬＥＴ’Ｓ　前進”

　　　☆卒業に向けての活動内容の決定

　　　　○感謝の気持ちの表現方法

　　　　　　学校・在校生・親・先生方

　　　　○６年生を送る会

　　　　　　お礼の言葉　　お礼の演技

　　　　○卒業お祝いの式

　　　　　　式場図　入退場方法　証書授与

　　　　　　お別れの言葉・合唱

２月　☆記念品作り

　　　　学校へ⇒雑巾　ペーパーホルダー

　　　　親・先生⇒クッキー　ティッシュボックス

　　　☆親子活動と送る会の準備・練習

　　　☆校長先生との会食

　　　☆お別れの言葉と合唱の決定・練習

３月　☆朝の挨拶運動

　　　☆学校施設の奉仕作業

　　　☆６年生を送る会

　　　☆卒業お祝いの式の準備・練習

　　　☆卒業お祝いの式の退場曲の練習

　　　　　　　　　　（リコーダー演奏）

　　　☆卒業お祝いの式

＜卒業アンケート　　対象：６年生＞

　私たち実行委員は、自分たちの手で創る卒

業の行事にするため、その内容について考え

ています。みなさんの願いやいろいろなアイ

ディアを取り入れたいと思いますので、ご協

力をよろしくお願いします。

　１　スローガン

２　学校・親・在校生・先生方への感謝の

気持ちの伝え方

　３　○○小学校で学んだことや思い出

　４　学校・親・在校生・先生方への

　　メッセージ

　５　６年生を送る会や卒業お祝いの式の　

内容（送る会の出し物　お別れの言葉等）

　　　５年生の取り組み

９月　★栽培活動の呼びかけ　種まき

１月　★実行委員会の組織

　　　★卒業アンケートの実施

　　　★スローガンの募集　決定

　　　　　“はばたけ卒業生！

           　　　　　　　中学生への第一歩”

　　　★卒業カウントダウン制作

　　　★卒業に向けての活動内容の決定

　　　　○６年生を送る会

　　　　　・１部　縦割り班活動

　　　　　　　　　　寄書き　記念写真

　　　　　　　　　　手作りプレゼント

　　　　　・２部　全校活動

　　　　　　　　　　各学年出し物

　　　　○卒業おめでとうバイキング給食

　　　　　　招待状作成　　会場設営

　　　　○卒業お祝いの式

　　　　　　司会・進行　　校舎内掲示

　　　　　　会場設営　お別れの言葉・合唱

　　　★役割分担（一人一役）

２月　★縦割班活動 ･･･ 寄書き作成　
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　　　写真撮影　プレゼント作り

　　　　　（フォトケース）

　　　★６年生を送る会の準備・練習

　　　★お別れの言葉と合唱の決定・練習

３月　★６年生を送る会

　　　★卒業おめでとうバイキング給食準備

　　　★式の準備・練習　★司会進行の練習

　　　★卒業お祝いの式

＜卒業お祝いの式　司会５年児童の感想＞

○私は司会の経験は何回かあるけれど、６年

生にとっては絶対に１回だけの大事な式だ

から、みんなの代表として頑張ろうと思い

ました。司会の言葉を考えたり体育館で何

度も練習したりして、失敗しながらもみん

なで協力して活動できました。（中略）また

やりたいです。

○ぼくは司会をやると決まった時、本当にで

きるのかなととても不安でした。（中略）手

には汗がついて、緊張と戦いながら、司会

の言葉を言いました。（中略）先生方が「とっ

ても上手だったよ。」とほめてくれました。

自信がついて、とても満足しています。

＜卒業・入学へ向けての栽培活動＞

　［各学年へのアンケート］

卒業・入学を祝う会　

　　　　会場の花作りについて

　「卒業・入学お祝いの式」の会場を、全校のみ

んなで育てた花でかざってお祝いしましょう。

　１（　）年

　２　育てたい花の希望

　　第１希望（　　　　　　）

　　第２希望（　　　　　　）

　　第３希望（　　　　　　）

　３　用具　どちらかに○印

　　　　植木鉢　　プランター

　４　必要な肥料や用具

　　　［　　　　　　　　　　　　　　　］

※○月○日に実行委員が集めに行きますので、

よろしくお願いします。

　

　　［各学年で栽培した花］

　　　　１年：チューリップ

　　　　２年：スイセン

　　　　３年：パンジー

　　　　４年：菜の花

　　　　５年：ノースポール

＜卒業おめでとうバイキング給食＞

　　［６年生への招待状の一部］

　　６年１組　（　　　　）さんへ

　◎バイキング給食のおさそい

　　日時 ･･･　３月○日　１２時１０分～

　　会場 ･･･　ランチルーム

　ご卒業おめでとうございます！

　あと半月で卒業ですね。そんな６年生のた

めに給食室の先生方が時間をかけ、心をこめ

て、たくさんのおいしいバイキング給食を作っ

てくださいます。私たち５年生も、心をこめ

て会場のかざり付けをします。３月○日は、

おなかをすかせておいて、おなかをいっぱい

にしながら、みんなで楽しいバイキング給食

にしてください。○○小学校の給食の味を

しっかり覚えて、よい思い出をつくってくだ

さい。

　　　　　５年１組　（　　　　　）より
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＜卒業お祝いの式　司会原稿の抜粋＞

Ａ児：「まもなく、卒業、お祝いの式が始まり

ます。お世話になった在校生を代表して５

年（　）（　）（　）が司会を務めさせてい

ただきます。よろしくお願いします。」

　{ 約５秒間　合図があったら }

「卒業生の入場です。」

　{１組の先頭が一歩、歩いたら }

「６年１組　　○○学級。」

　{２組の先頭が一歩、歩いたら }

「６年２組　　○○学級。」

　{ 全員が着席後　約３秒 }

「これから、平成○年度、卒業お祝いの式を始

めます。」

　（中略）

Ｂ児：「卒業証書　授与。６年間の歩みの印と

して、卒業証書を校長先生より渡していた

だきます。」　　{ 司会者　着席 }

　{ 校長先生が着席後　約２秒 }

「校長先生より、励ましのお言葉をいただきま

す。」　　{ 司会者　着席 }

　{ 卒業生が着席後　約２秒 }

「ここで、本日ご出席くださっております、来

賓の方よりお祝いの言葉をいただきます。」

　（中略）

Ｃ児：「私たちのよきリーダーとして活躍され

た卒業生の皆さんと、在校生による、お別

れの言葉です。」

　{ 校長先生が自席に戻られたら }

「卒業生、在校生、おすわりください。」

　{ 約５秒間 }

「卒業生の退場です。退場の曲は、（　　　）

です。この曲は、卒業生の皆さんがリコーダー

で演奏した曲です。」

　{ 先頭が一歩出たら }

「拍手で卒業生をお送りしましょう。」

　{ 先頭が出口近くまで進んだら }

「式場に飾られているお花は、在校生が昨年９

月から心を込めて、育ててきたお花です。」

「以上で、卒業お祝いの式を終わりにします。

　{ 約２秒 } 来賓の皆様、ご退場ください。あ

りがとうございました。」{ 退場後 }

「保護者の皆様、ご退場ください。」

＜６年生を送る会＞

第１部　縦割り班活動（なかよしタイム）

　　［５年生の司会原稿］

６年生を送る会

１　日時　３月○日（　）

　　　　　第１部　８：３０～　９：００

　　　　　第２部　９：２０～１１：００

２　開催形態　第１部　なかよしグループ

　　　　　　　第２部　全校

３　会場　　　第１部　なかよし活動の各教室

　　　　　　　第２部　体育館

４　活動内容

　第１部　会の流れ

　　　　　　　　司会進行　５年（　　）

　（１）はじめの言葉＜５年＞

司会：これから、なかよしグループの６年

生を送る会を始めます。６年生の皆

さんは、この会を最後の思い出とし

て楽しんでください。はじめの言葉

を５年（　　）さん、お願いします。

　（２）お礼の言葉＜４年＞

司会：お世話になった６年生に、お礼の言

葉を４年（　　）さんが代表して言
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います。お願いします。

　（３）プレゼント贈呈＜１．２．３年＞

司会：次に、プレゼントを６年生に渡し

ます。１年生が作った首飾りは１年

生が渡します。全員で書いた寄書き

は２年生が渡します。４、５年生の

手作りプレゼントは３年生が渡しま

す。１年生から順番に一言添えて渡

してください。

　（４）お礼の言葉＜６年＞

司会：最後は、６年生からのお礼の言葉で

す。一人ずつお願いします。１年生

から５年生の皆さんは、静かにして

しっかりと聞きましょう。

　（５）終わりの言葉＜５年＞

司会：終わりの言葉を、５年（　　）さん

お願いします。

司会：６年生は楽しい思い出ができました

か。これで、なかよしグループによ

る６年生を送る会を終わりにします。

６年生の退場です。拍手で送りま

しょう。

　［５年生の活動予定］

・前日の６時間目の終わり頃、各教室にプログ

ラムや絵を黒板に書きに行く。６年生の教

室には画用紙に書いたプログラムを貼る。

・当日持って行く物

　　寄書き　プレゼント　司会原稿

　　筆記用具

・各教室に着いたら、すぐに椅子の準備をする。

・寄書きやプレゼントは、５年生から２、３年

生に一つずつ手渡して、６年生に渡しても

らう。

　［活動振り返りカード］

　卒業行事の役割

　　送る会のプログラム作り　氏名（　　　）

　活動への取り組みについて

１　工夫したこと

　　１年生が読めるように、漢字には読みが

なをふった。プログラムのまわりに、桜紙

で花を作って貼ったり、絵をかいたりした。

２　努力したこと

　　みんなが見やすいようにきれいな字で大

きく書いた。絵はその言葉に合った絵をか

いた。

３　こうすればもっとよくなることや直した

方がよいこと

　　お花はいろいろな色があったので、それ

を順番に貼っていくはずだったけれど、ば

らばらになってしまった。貼る前に、みん

なでよく話し合っておけばよかったと思う。

４　友達から

　　字がていねいで大きかったので、とても

見やすかった。

　　絵やお花もきれいで、明るい感じになっ

てよかったです。

５　先生から

　　毛筆で、とてもていねいに書けていて感心

しました。みんな見やすかったと思います。

　　すてきなアイディアで、友達と協力しなが

ら手際よく完成させることができましたね。

ごくろうさまでした。
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４．研究の成果

（１）仮説（１）について

　○教師が活動内容を詳細に指示するのでは

なく、できるだけ子どもたち自らが課題

を見つけ、主体的に取り組むためには、

目標の明確化、見通しを持った計画作り、

計画的に活動を進めるための資料作り、

話し合い活動の重視、振り返りカードの

活用、自由に使用可能な部屋の割当てな

どが必要であることが確認できた。

　○代表委員会・計画委員会の課題を、実行

委員会や各種委員会と連携を密に図るこ

とにより、徐々に全校の取り組みにまで

高めることができた。そして、各学年や

学級の実態に応じた子どもなりの参加意

識を持ち、自分たちの力で思い出に残る

楽しい行事を創ることができた。具体的

な手立てとして、集会活動、全校へのア

イディア募集、協力呼びかけ新聞の発行、

校内放送の活用、掲示コーナーの活用、

各教室訪問、個別支援などの活動である。

　○さまざまな行事などの企画・運営をでき

るだけ子どもたちの手で進めさせたこと

により、子ども相互のかかわり合いが活

発化し、自分の考えの伝え方や友達の意

見の聞き方を習得したり、友達と協力し

て問題を解決したりして、一人一人の意

欲と自信を高めることができた。

（２）仮設（２）について

　○自分たちの目標を達成するための活動を

通して、友達の優しさや思いやりに触れ、

それまで気づかなかった友達のよさを知

り、認め合うことができるようになって

きた。また、一人一人のものの見方・考

え方の違いに気づいたり、友達の立場に

立って考えたりして、互いに尊重し合い

ながら皆で成長し、よりよい集団をつくっ

ていこうとする仲間意識が育ってきてい

る。

　○活動終了後、振り返りカードや作文によ

り、自身の取り組みの工夫や努力、成果

を認識しやすいようにした。また、友達

の努力や活躍を賞賛し合う場を設けたり、

教師の言葉かけや手紙により一人一人の

取り組みの努力や過程を賞賛したりする

ことにより、次の活動への主体的な取り

組みへと発展させることができた。

　○多少の困難を伴う活動であっても、子ど

もの可能性を信じ、子どもなりの活動に

委ねるよう、教師の支援体制を改善する

ように努めた。そのことが子どもたちの

のびのびとした自分らしい活躍につなが

り、自主性やリーダー性を伸ばし、一人

一人の成長を見取ることができた。

５．今後の課題

　○話し合い活動やグループ活動での司会や

記録の方法、提案の方法や意見のまとめ

方などの話し合いの基本的なルールを日

常的に指導し、身に付けさせていくこと

が大切である。また、各教科学習で学ん

だ成果が、特別活動に総合的に活かされ

るため、基礎的な学力を定着させていく

ことが重要である。

　○友達のよさや立場を理解しようとせず、

批判的な態度をとる子どもも中にはいる。

日頃、子ども同士の人間関係をよく観察
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し、適切な個別指導を実施したり、教科

学習においても、友達のよさを皆で認め

合い、活かし合っていく活動を積み重ね

ていく必要がある。

　○子ども一人一人が個性を豊かに発揮しな

がら活動できるように、教師の特性を活

かし合った協力的な指導体制を工夫して

いく必要がある。

　○子どもたちの主体的な活動を可能な限り

尊重し、自分たちの力で取り組ませるた

めには、適切な時数の配当が必要不可欠

である。子どもたちが思考・判断する時

間を十分に保障し、ゆとりのある活動計

画を作成していきたい。また、活動内容

の精選や効率的な取り組み、計画の見直

し等も検討していきたい。

　○特別な配慮を必要とする子どもや気にな

る言動の見受けられる子どもについては、

その学級担任と各活動の担当教師との緊

密な連携が重要である。
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